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第４３期 事 業 報 告 

自 令和３年４月 １日 

至 令和４年３月３１日 

 

１ 会社の現況に関する事項 

 

（１） 事業の経過及びその成果 

令和３年度における新型コロナウィルス感染症による北海道の社会経済活動への制約

としては、まん延防止等重点措置が４回、緊急事態宣言が２回、適用・発令され、更に北

海道独自の特別対策期間が３回設定されました。これに伴う外出自粛や休業要請などによ

り、令和２年度に引き続き当市場の取扱高に影響を与えました。 

こうした状況のもと、令和３年度の当市場の取扱高（卸売業者三者合計）は、数量で前

年度比６．９％の減、金額では２．６％増の７３億７千４４１万円（前年度７１億８千 

７４７万円）となりました。取扱数量の減にもかかわらず、取扱金額が増となっているの

は単価アップによるものです。単価アップの要因としては、新型コロナウィルス感染症に

よる輸入数量の減少などがあげられます。 

当期損益につきましては、売上高は１億２千２５５万円であり、取扱金額の増加により、

前期比で２８２万円の増収となった一方、費用面では大規模修繕工事や防犯カメラの設置

などにより一般管理費が売上高を上回ったため、８２０万円の営業損失（前期営業損失 

１千３１０万円）を計上することとなりました。経常損失につきましても６０７万円（前

期経常損失５６４万円）の損失を計上することとなり、法人税等を差し引いた当期純損失

は６５７万円（前期純損失６０４万円）となりましたが、予算編成時の当期純損失見込、 

   １千４９１万円と比較しますと取扱金額の増加や大規模修繕工事の契約差金、その他節減 

   に努めた結果、８３４万円の収支改善となりました。 

 

 

(２) 対処すべき課題 

① 当市場は、昭和５６年４月に開場して以降４１年が経過します。この間、北海道の花

き流通の拠点としての役割を果たしてきたところですが、施設の老朽化が著しく、また、

物流の効率化や品質管理の高度化など市場としての整備機能を含めた対応が喫緊の課題

となっています。これらを踏まえ、施設修繕は緊急性・必要性が高いものについて行う

とともに、今後の市場のあり方や機能強化、更には当市場施設の再整備へ向けての考え

方の整理に向けて、関係者の皆様と検討を進めてまいります。 



② 当市場が新型コロナウィルス感染症の拡大により花き取引に大きな影響が生じること

を防ぎ、取引参加者が安全で安心して利用することができるよう、引き続き感染防止対

策を徹底していきます。また、これまでの新型コロナウィルス感染症対策による消費者

の行動変容や意識の変化とニーズを的確に捉え、新たな需要創出に向け、行政及び関係

事業者の皆様と連携して取組みを行ってまいります。 

 

 

（３） 資金調達等についての状況 

① 資金調達 当期中において、新たな借入金、株式の発行はありません。 

② 設備投資 当期中に行った設備投資は、排水桝設置 33 万、防犯カメラ設置 783 万、

電気湯沸かし器 29 万であります。 

 

 

（４）直前三事業年度の財産および損益の状況   

区    分 平成 30 年度 令和 1 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

売  上  高 123,018 千円 120,729 千円 119,733 千円 122,549 千円 

当期純利益 6,293 千円 △1,159 千円 △6,038 千円 △6,568 千円 

１株当り当期純利益 15 円 50 銭 △2 円 85 銭 △14円 87銭 △16円 17銭 

総  資  産 699,569 千円 692,659 千円 728,891 千円 776,132 千円 

 

 

（５）使用人の状況（令和４年３月３１日現在） 

    従業員数  社員３名、非常勤社員２名 

 

 

２ 株式に関する事項 

（１）発行する株式の総数     ５００，０００株 

（２）発行済み株式の総数     ４０６，０００株 

（３）当期末株主数             ５ 名 

（４）株 主     

株 主 名 持 株 数 株式割合 

札  幌  市 204,000  株  50.25 %  

札幌花き園芸㈱  164,600  株 40.54 %  

北海道植物㈱  19,000  株 4.68 %  

㈱北海道銀行  16,000  株 3.94 %  

はまなす花き㈱  2,400  株 0.59 %  

計 406,000  株 100.00 %  

 



 

３ 会社役員に関する状況（令和４年３月３１日現在）  

 

役    職 氏    名 

代表取締役社長 石 川  敏 也 

専務取締役 杉 村  亮 

取  締  役 髙 橋   淳 

取  締  役 田 嶋  久 嗣 

取 締 役 吉 田  信 夫 

取  締  役 山 田  紀 雄 

取  締  役 木 村 明 夫 

監  査  役 木 村  伸 人 

監  査  役 熊 谷 清 勝 

 

 

 

以上、令和３年度の会社の事業活動の概要をご報告いたしましたが、今後とも、全力をあげ

て市場運営に取り組んでまいる所存でございますので、関係各位の特段のご指導、ご支援を賜

りますようお願い申し上げまして事業報告といたします。 

 

 

 

令和４年６月２０日 

 

株式会社札幌花き地方卸売市場 

代表取締役社長 石川 敏也 

 



株式会社 札幌花き地方卸売市場

  貸   借   対   照   表

令和４年３月３１日現在 （単位：円）

資  産  の  部 負  債  の  部

科    目 金    額 科    目 金    額

【流  動 資 産 】【 283,447,739 】【 流  動 負 債 】 【 105,429,757 】

現 金 40,000 未    払 金 5,559,520

預 金 269,365,322 未払法人税等 290,000

仮 払 金 0 未 払 事 業 税 1,259,600

前 払 費 用 2,034,405 未 払 消 費 税 2,069,000

未 収 入 金 11,868,740 預    り 金 85,117

立 替 金 151,140 前 受 金 40,000

貸 倒 引 当 金 △ 11,868 精算代金預り金 94,895,168

賞 与 引 当 金 1,231,352

【固  定 資 産 】【 492,684,431 】【 固  定 負 債 】 【 86,317,998 】

（有 形 固 定 資 産 ）（ 377,903,420 ） 長 期 借 入 金 0

建 物 106,981,484 退職給付引当金 3,367,998

構 築 物 663,023 （ 預 り 保 証 金 ） （ 82,950,000 ）

工 具 器 具 備 品 6,792,913 賃貸借保証金 4,400,000

土 地 263,466,000 取引保証金預り金 78,550,000

（無 形 固 定 資 産 ）（ 7,227,811 ） 負  債 合 計 191,747,755

ソフトウエア料 6,979,500

電 話 加 入 権 248,311 純　資　産　の　部

（投資その他の資産 ）（ 107,553,200 ） 科 目 金    額

投 資 有 価 証 券 14,000,000 【 株 主 資 本 】 【 584,384,415 】

保 険 積 立 金 3,200 資    本 金 470,000,000

取引保証積立金 78,550,000 （ 利 益 剰 余 金 ） （ 114,384,415 ）

修 繕 積 立 金 15,000,000 その他利益剰余金 114,384,415

別 途 積 立 金 40,000,000

繰越利益剰余金 74,384,415

純 資 産 合 計 584,384,415

資  産 合 計 776,132,170 負債･純資産 合計 776,132,170



株式会社 札幌花き地方卸売市場

  損   益   計   算   書

自令和３年４月１日
至令和４年３月31日 （単位：円）

【売 上 高 】

施 設 賃 貸 収 入 100,340,263

売上高割使用料（卸） 40,559,262

面積割使用料  （卸） 39,465,864

売上高割使用料（仲卸） 2,089,239

関連店舗使用料 18,225,898

精 算 業 務 収 入 19,383,934

駐 車 管 理 収 入 2,825,000 122,549,197

122,549,197

【販売費および一般管理費】 130,749,031

△ 8,199,834

【営 業 外 収 益 】

受 取 利 息 1,582

雑 収 入 2,128,104 2,129,686

△ 6,070,148

【特 別 利 益 】

貸倒引当金戻入益 0 0

【特 別 損 失 】

固定資産除却損 109,204 109,204

税引前当期純損失 △ 6,179,352

法人税、住民税及び事業税 388,255

当 期 純 損 失 △ 6,567,607

科          目 金           額

売上総利益金額

営業損失金額

経常損失金額



株式会社 札幌花き地方卸売市場

株主資本等変動計算書

（単位：円）

株主資本

資本金

当期首残高及び当期末残高 470,000,000

利益剰余金

その他利益剰余金

別途積立金 当期首残高及び当期末残高 40,000,000

繰越利益剰余金 当期首残高 80,952,022

当期変動額　当期純損失 △ 6,567,607

当期末残高 74,384,415

利益剰余金合計 当期首残高 120,952,022

当期変動額 △ 6,567,607

当期末残高 114,384,415

株主資本合計

当期首残高 590,952,022

当期変動額 △ 6,567,607

当期末残高 584,384,415

純資産合計

当期首残高 590,952,022

当期変動額 △ 6,567,607

当期末残高 584,384,415

上記のとおりご報告申し上げます。

株式会社 札幌花き地方卸売市場

代表取締役社長   石 川 敏 也

自令和３年４月１日

至令和４年３月31日



株式会社 札幌花き地方卸売市場

個 別 注 記 表

（単位：円）

重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1)　棚卸資産の棚卸方法及び評価基準

棚卸方法--------　実地棚卸

評価基準--------  最終仕入原価法

(2)　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産

無形固定資産 定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

貸倒引当金

賞与引当金

退職給付引当金

計算書類作成のための重要な事項

 ①リース取引の処理方法

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理によっています。

 ②消費税等の会計処理

消費税の納付税額の計算方法は、原則課税制度によっています。また、その経理処理は税込方式によっ

ています。

株主資本等変動計算書に関する注記
当該事業年度中の剰余金の配当に関する事項

当期中における配当金の支払いはありません。

当該事業年度後の剰余金の配当に関する事項

配当金の支払いの予定はありません。

発行済み株式の数

前期末株式数（発行済普通株式） 406,000株

当期増加株式数（発行済普通株式）

当期減少株式数（発行済普通株式）

当期末株式数（発行済普通株式） 406,000株

一株当たり情報に関する注記
一株当たりの情報

一株当たり純資産額 1,439円37銭

一株当たり当期純損失 -16円17銭

その他の注記

その他

有形固定資産の減価償却累計額 745,197千円

従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分を計上しており
ます。

従業員の退職給付に備えるため、自己都合による退職金の期末要支給額の
100％相当額を引当計上しております。

自令和３年４月１日
至令和４年３月31日

定率法によっています。但し、平成10年4月1日以降取得の建物（附属設備
を除く。）並びに平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物
については定額法を採用しております。

債権の貸倒れによる損失に備えるため、法人税法の規定にもとづく法定繰
入率による繰入限度額を計上しております。


